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ご
あ
い
さ
つ

格
致
日
新

　

昨
年
７
月
10
日
に
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
滋
賀
県
議
会
議
員
補
欠
選
挙
大

津
市
選
挙
区
に
お
き
ま
し
て
、
県
議

会
議
員
と
し
て
大
切
な
議
席
を
お
預

か
り
す
る
こ
と
が
叶
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
初
登
壇
の
際
に
、「
子
育

て
を
担
う
ひ
と
り
と
し
て
、
子
供
た

ち
が
夢
を
抱
き
、
希
望
と
共
に
成
長

し
、
滋
賀
県
に
生
ま
れ
育
ち
良
か
っ

た
と
実
感
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

同
時
に
子
や
孫
の
世
代
と
し
て
、

私
た
ち
を
生
み
、
家
庭
や
地
域
に

お
い
て
育
み
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た

父
母
や
祖
父
母
の
世
代
の
皆
さ
ま
が

滋
賀
県
に
住
み
生
活
を
し
て
い
て
良

か
っ
た
と
納
得
し
て
く
だ
さ
る
日
常

の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

　

そ
し
て
、
現
役
世
代
を
担
う
ひ
と

り
と
し
て
、
様
々
な
困
難
を
共
に
解

決
し
、
多
く
の
喜
び
を
共
に
分
か
ち

合
い
な
が
ら
、
笑
顔
に
満
ち
溢
れ
た

生
活
の
実
現
を
力
強
く
目
指
し
た
い
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
県
民
皆
様
の
声

を
、
政
策
に
正
し
く
反
映
し
、
結
果

を
積
み
重
ね
る
政
治
を
実
践
し
、
最

も
身
近
で
、
信
頼
さ
れ
、
期
待
さ
れ

る
県
議
会
議
員
と
し
て
、
引
き
続
き
、

格
致
日
新
、
県
政
発
展
の
た
め
に
力

を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。」
と
所
信
を
述
べ
ま
し
た
。

　

以
降
、
今
日
ま
で
の
９
か
月
の
間
、

与
え
ら
れ
た
職
責
を
果
た
す
べ
く
全

力
で
県
政
壇
上
に
立
ち
続
け
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

県
議
会
一
般
質
問
に
お
い
て
は
、

市
議
県
議
と
し
て
12
年
間
の
議
員
活

動
の
中
で
、
市
民
県
民
の
皆
様
か
ら

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
声
を
基
と

し
、「
大
津
東
警
察
署
の
新
設
」「
犯

罪
被
害
者
等
支
援
」「
学
校
の
過
大

規
模
化
が
も
た
ら
す
教
育
課
題
」「
滋

賀
県
自
転
車
条
例
の
評
価
と
今
後
の

施
策
展
開
」
に
つ
い
て
、
執
行
部
の

姿
勢
を
質
し
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
、「
大
津
東
警
察
署
の

新
設
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
実
現
に

向
け
て
、
議
員
と
し
て
12
年
間
取
り

組
ん
で
い
る
政
策
で
あ
り
、
こ
の
た

び
県
政
で
は
初
め
て
壇
上
で
取
り
上

げ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
地
域
の
皆
様
や
多
方
面

か
ら
多
く
の
反
響
い
た
だ
き
、
改
め

て
「
実
感
す
る
こ
と
の
で
き
る
日
常

生
活
の
安
全
安
心
」
へ
の
期
待
が
高

い
こ
と
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
実
現
ま
で
に
は
、
長
い
時
間

を
要
し
、
多
く
の
課
題
が
山
積
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
実
現
に
向
け
て
継
続
し
て
努
力
挑

戦
を
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
県
政
発
展
に
向
け
、

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

桐
田
ま
こ
と
登
壇
す
る
!!

二
月
定
例
会
議　
一
般
質
問

（
９
月
・
11
月
定
例
会
議
に
続
き一般

質
問
を
行
う
）

「
滋
賀
県
自
転
車
の
安
全
で

適
正
な
利
用
の
促
進
に
関
す

る
条
例
」
の
評
価
と
今
後
の
施
策
展

開
に
つ
い
て
（
抜
粋
）

　

自
転
車
は
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま

で
国
民
の
幅
広
い
層
が
通
勤
通
学
・

子
供
の
送
迎
の
手
段
な
ど
日
常
生
活

に
お
け
る
様
々
な
用
途
で
利
用
さ
れ

て
い
る
最
も
身
近
な
交
通
手
段
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
安
心
し
て
利
用
で

き
る
安
全
な
道
路
環
境
や
適
正
な
自

転
車
利
用
を
促
す
講
習
な
ど
の
取
り

組
み
へ
の
要
望
も
多
数
あ
る
。

　

さ
ら
に
は
近
年
、
自
転
車
利
用
者

が
加
害
者
と
な
る
歩
行
者
と
の
事
故

が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
自
転
車
に
関

す
る
事
故
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み

に
対
す
る
社
会
的
関
心
が
高
ま
っ
て

お
り
、
安
全
性
と
利
便
性
と
の
両
立

が
図
ら
れ
る
環
境
整
備
を
進
め
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
。

　

現
在
、
自
転
車
と
歩
行
者
の
安
全

を
確
保
し
た
通
行
空
間
の
整
備
な
ど

に
つ
い
て
は
、
良
好
な
環
境
に
あ
る

と
は
実
感
し
に
く
い
状
況
に
あ
る
と

認
識
す
る
。

　

今
後
、
さ
ら
に
日
常
生
活
に
お
け

る
様
々
な
用
途
で
の
利
用
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
中
、
一
層
、
国
・
市
町

と
の
連
携
を
図
ら
れ
安
全
か
つ
利
便

性
の
高
い
自
転
車
の
通
行
空
間
の
整

備
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
、
す
べ
て

の
自
転
車
利
用
者
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
が
努
力
義
務
化
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
、
年
齢
段
階
に
応
じ
た
き
め
細

や
か
な
自
転
車
交
通
安
全
教
育
の
推

進
と
交
通
安
全
意
識
の
醸
成
が
必
要

に
な
る
も
の
と
考
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
自
転
車
を
取
り
巻

く
環
境
は
日
々
進
化
し
て
お
り
、
良

好
な
交
通
秩
序
の
実
現
を
図
る
う
え

で
不
断
の
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ

る
と
認
識
す
る
。
将
来
を
見
据
え
た

意
気
込
み
と
新
た
な
施
策
の
展
開
に

つ
い
て
、
問
う
。

答
弁
（
抜
粋
）　

現
在
、
県

立
高
校
で
55
％
、
県
内
中
学

で
62
％
の
生
徒
が
自
転
車
通
学
を
し

て
お
り
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
な
ど

か
ら
危
険
個
所
の
把
握
に
努
め
関
係

機
関
と
連
携
し
対
応
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
県
に
お
い
て
「
自
転
車
活

用
推
進
計
画
」
を
見
直
し
て
お
り
、

市
町
と
と
も
に
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
き
め
細

や
か
に
整
備
し
て
い
く
。
同
時
に
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
を
促
す
Ｃ
Ｍ
の
作
成
、

ス
タ
ン
ト
マ
ン
の
実
演
や
Ｖ
Ｒ
お
よ

び
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
活
用
す
る
な
ど

臨
場
感
を
伴
う
受
講
者
の
心
に
響
く

交
通
安
全
教
室
を
創
意
工
夫
し
な
が

ら
開
催
し
、
交
通
安
全
意
識
の
醸
成

に
取
り
組
む
。

Ｑ
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日々、真剣勝負。� 自由民主党滋賀県議会議員団

地域活性化
　４月１日よりナカマチ商店街に
ミニFM局「ナカマチ放送局」が開局
します。

地域公共交通
　路線廃止となり瀬田地域で再開の
要望が多くありました「バス路線大江
循環線」が「大江循環コミュニティー
バス」として令和５年４月から、再開
の見込み！！ 小型バスからジャンボタ
クシーへと車種を変え運行されます。

ＩＣＴ教育
　PTAの発案により、瀬田小学校（大
津市大江）に人型ロボット「ペッパー
君」が仲間入り。みんなと一緒にプロ
グラミング授業などに参加していま
す。校歌も歌っています。

桐田まことホームページ

生年月日：1977年（昭和52年）3月19日生まれ　妻と娘２人の４人家族

環境・農水常任委員会委員
公共交通・国スポ・障スポ大会
対策特別委員会委員　

滋 賀 県 議 会 議 員

桐田まこと
●大津市立瀬田小学校卒業             ●大津市立瀬田北中学校卒業
●滋賀県立大津商業高等学校卒業    ●立命館大学経済学部経済学科卒業
●民間企業勤務                            ●山下英利参議院議員秘書
■第９５代大津市議会 議長
　(令和3年度)
■自民党滋賀県連青年局長
　(令和元年～令和3年)

大津市大江7丁目7番32の3号　TEL／FAX 077‐547‐4800連絡先

桐
田
ま
こ
と
、こ
こ
に
注
目
!!

新
年
度
か
ら
警
察
官
増
員
へ
!!

⬇�

県
民
の
皆
様
の
日
常
生
活
に
お
け
る
安
全
安

心
の
体
感
治
安
が
大
き
く
向
上
へ
!!

　

議
案
39
号　
「
滋
賀
県
地
方
警
察
職
員
の
定

員
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

案
」
が
可
決
!!

　

こ
れ
に
よ
り
定
数
が
２
２
８
２
人
→
２
３
０ 

２
人
へ
と
20
名
増
員
が
図
ら
れ
ま
す
。

⬇�

増
員
さ
れ
る
20
名
は
、
主
に
特
殊
詐
欺
対
策

や
犯
罪
被
害
者
支
援
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策

な
ど
に
配
置
さ
れ
ま
す
。

用
語
解
説

■
警
察
職
員
の
定
員

　

地
方
警
察
職
員
の
定
数
の
基
準
は
、
全
国
的

に
治
安
水
準
の
均
衡
の
維
持
の
観
点
か
ら
警
察

法
施
行
政
令
に
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
定

数
の
こ
と
を
政
令
定
数
と
呼
ぶ
。

　

一
方
、
地
域
の
治
安
情
勢
に
柔
軟
に
対
応
す

る
う
え
で
条
例
に
て
数
を
定
め
る
こ
と
も
可
能

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
定
数
の
こ
と
を
条
例
定

数
と
呼
ぶ
。

　

今
回
は
「
条
例
定
数
」
の
増
員
を
図
る
改
正

と
な
る
。

桐
田
ま
こ
と
が
行
っ
た

警
察
分
野
の
質
問

仮
称　

大
津
東
警
察
署
の
新
設
に
つ
い
て

（
抜
粋
）（
９
月
定
例
会
議
）

　

犯
罪
認
知
件
数
が
増
加
傾
向
に
転
じ
、

一
定
数
が
県
湖
南
エ
リ
ア
の
大
津
市
瀬

田
地
域
周
辺
や
草
津
市
南
草
津
駅
周
辺
地
域
に

お
い
て
固
定
化
さ
れ
て
お
り
、
当
該
地
域
に
お

い
て
不
安
が
募
っ
て
い
る
。

　

日
常
生
活
に
お
け
る
安
全
で
安
心
を
実
感
す

る
こ
と
の
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
、
悪
質

化
巧
妙
化
し
て
い
る
犯
罪
に
対
す
る
警
察
力
の

更
な
る
強
化
に
つ
な
が
る
大
津
東
警
察
署
の
新

設
は
最
重
要
と
認
識
す
る
が
見
解
を
問
う
。

（
抜
粋
）
警
察
本
部
長
・
知
事　

新
設

要
望
は
県
警
察
に
対
す
る
期
待
と
受
け

止
め
、
機
動
的
効
率
的
な
任
務
遂
行
の
適
切
で

あ
る
か
、
慎
重
か
つ
不
断
の
検
討
を
し
て
い
く
。

警
察
本
部
の
検
討
を
見
守
り
財
政
措
置
が
必
要

な
状
況
と
な
れ
ば
協
議
す
る
。

ＱＡ

滋
賀
県
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
等
支
援
の
拡

充
に
つ
い
て
（
抜
粋
）（
９
月
定
例
会
議
）

　

お
う
み
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
」
へ
の
相
談
件
数
は
年
々
、
増

加
し
て
い
る
。
永
続
的
に
犯
罪
被
害
者
等
に
寄

り
添
い
途
切
れ
の
な
い
手
厚
い
支
援
を
可
能
と

す
る
財
政
基
盤
の
強
化
が
滋
賀
県
に
お
け
る
犯

罪
被
害
者
等
の
支
援
の
拡
充
に
直
結
す
る
も
の

と
考
え
る
が
見
解
を
問
う
。

（
抜
粋
）
知
事　

市
町
や
関
係
機
関
・

団
体
が
連
携
し
、
県
民
総
ぐ
る
み
で
支

援
に
取
り
組
み
、
犯
罪
被
害
者
と
ご
家
族
が
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
滋
賀
の

実
現
を
目
指
す
。

　

過
去
の
一
般
質
問
の
様
子
は
、
滋
賀
県
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
録
画
配
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ａ

ト
ピ
ッ
ク

一
般
質
問

滋
賀
県
議
会

県政等相談
桐田まこと　日々、取り組んでおります！！

①里親制度について
②文化庁地域文化財総合活用推進事業について（世界文化遺産）
③浜大津港周辺のまちづくりについて
④歩道の改修について（安全対策）
⑤ため池、農業利水の撤去と目途変更について
⑥都市農地の保全と有効利用について
⑦産後母子ケア・子育て支援について
⑧不登校対策について
⑨高齢者住宅対策について
⑩地域内公共交通に充実について
⑪史跡　近江国府跡の利活用について

Ｑ


